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今、県立琵琶湖博物館で「第18回企画

展示　湖底探検　～びわ湖の底はどん

な世界？～」が開催されている。 

琵琶湖の最も深い所は104㍍で、古く

からさまざまな方法で研究されてきた。

約10年前からは水中ロボット「淡探」

を使い、湖底の様子や生き物が明らか

になってきている。

今回の企画展では、最

先端の研究成果をもとに、

琵琶湖深層部の謎に迫っ

ている。入口で探検手

帳をもらい、チェックポイントを回る。

まず、目をひくのが「淡探」の実物。調

査の成果を分かりやすく紹介している。

琵琶湖の立体的な模型や、湖底の生物

模型もあり、分かりやすい説明がつい

ているので、子どもから楽しめる。 

「湖底をイメージした真っ暗なコーナー

で、不思議な世界を体感してください」

と専門学芸員の芳賀裕樹さんは話して

いる。　　　　　　　　　　（取材・鋒山）

今年で開店10周年を迎えるカレー

専門店「トプカベスカ」が昨年末、

近江八幡駅北口から徒歩７分の場

所に店舗を移した。

インド風と欧風の２種類のカレー

がある。かなり辛いにもかかわらず、

インド風カレーにファンが多い。

今回ご紹介するのは

【タンドリーチキンとダル豆のカレー】
（1100円）
※ランチタイムのみミニサラダ付き

「ダル豆のカレー」は、インド風カレー

の一つで、５段

階ある辛さの辛

いほうから二番

目。インドでは

おなじみのダル

豆を香辛料で煮

込み、上にはタ

ンドリーチキンが

のっている。ふっくらとしたモモ

肉を口にいれた瞬間、舌を刺すよ

うな辛さがあるのに、次々とスプー

ンを口に運んでしまう。

カレーの味を堪能したい人は、少々

辛くても、水を飲まないほうが良

いと言う。

「カレーは焼酎やワインにも合いま

すよ」と店長の大家由美子さん。

夏の疲れが、激辛のインドカレーで

吹き飛ぶかも？ 　　　　（取材・福本）

が、が、自慢の

琵琶湖琵琶湖の底の、の、不思議不思議を体感体感!

草津は江戸時代、旅人たちで大いににぎわった宿場です。中山道
と東海道が交わるターミナル都市でした。
草津本陣は“幕府御指定旅館”のようなもので、全国の大名たちが
宿泊、また明治天皇や皇妹和宮が休息にも利用したとのことです。
今も宿帳や関札が残され、当時の繁栄ぶりがうかがえます。草津
を年間200回ほどの大名行列が通過した記録があり、宿場のにぎ
わいは大したものだったと推察されます。

・
ＪＲ草津駅は、県下で一番多い乗降客があり、近年の大学や企業
進出で県下一番の発展地域ですが、本陣界隈はまだまだ宿場風情
が残り、地方都市特有ののどかさが漂います。
少年時代、母に連れられ草津川のトンネルをくぐり、買い物に出か
けたころを思い出す本陣界隈です。
●草津本陣　ＪＲ草津駅より徒歩15～20分。

絵と文・寺田みのる

●近江八幡市桜宮町298番４号ヤマカツビル
●営業時間：11：30～14：30、17：30～
　　　　　 ※夜は居酒屋としても営業
●駐車場：４台　●定休日：年中無休
●TEL：0748-33-6754 ※４人以上の場合は要予約

草津本陣跡（草津市）

66

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。
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琵琶湖の底の、不思議を体感!琵琶湖の底の、不思議を体感!

●会場：県立琵琶湖博物館
●時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）
●休館日：月曜日(祝日は除く)、9/6（月）～10（金）休館
●入館料：一般200円 高大生160円 小中生100円
　※常設展示観覧の場合、別途料金が必要。
　（一般750円　高大生400円　小中学生無料）

●草津市下物町1091　●TEL：077-568-4811
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